
INTERNET magazine 1996/4 177

今や日本全国に広がって

いるインターネットカフェ。

しかし、90年代のもう1つ

のトレンドは自家製ビール。

インターネットとホームブリ

ューのほうがピンとくるとい

うので、バーチャルパブを作

ってしまったのが米シアトル

のハート・ブリューイング社だ。

入り口をクリックして中に

入ると、楽しいイラストの店

内は超満員。リアルオーデ

ィオでマスターからのメッセ

ージを聞きながら、あちこち

クリックすると、いろんなも

のが出てくる。

インターネット初というダ

ーツゲーム、ビールについて

のクイズ（ヒント付き）やシ

ョートストーリーなど、参加

すれば景品がもらえる太っ腹

ページの数々。

トイレには落書きコーナー

もあり、メールで投稿して品

を損なわないとなれば、それ

ふうのタッチでメッセージを

書いてくれる。ついでに、ふ

だんは入れない異性のトイレ

の落書きが読めるという貴重

な（？）体験もできる。

このほか、ビールの保存や

作り方についてのティップ

ス、ビールにぴったりのおつ

まみメニューからハート社の

マーチャンダイズまで……。

平たく言えばシアトルのビ

ール屋さんのウェブページだ

が、ビジネスをどれだけ楽し

く見せるかという意味では大

成功だろう。

カフェより新しい？　自家製ビールでバーチャルパブ
Give us a click and c'mon in

j http://www.HartBrew.com/
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「趣味は？」と聞かれたとき、

即座に「お城です」なんて答

える人はあまりいないかもしれ

ない。筆者の知り合いの中で

も1人だけ、工業デザイナーで

そういう趣味の人がいた。なん

て変わった趣味と思っていた

ら、海の向こうには「キャッス

ル・エンスージアスト」という

人がいて、しかもウェブ上に本

格的なページを持っているとは

……。

このホームページはジェフ・

トーマス氏が過去数年の間に英

国のウェールズ州を旅して集め

たお城の写真や、それにまつわ

る資料の数々を収めたもの。

収録された城の数は100以上、

しかも主なものは5段階の★マ

ークで評価されている。

様式や建築学的にみた工法、

建築家、歴史との関連、用語

解説からクイズ、人気投票ま

で、かなりのエンスーぶりをう

かがわせる内容だ。

なんでもウェールズ州は

「Land of Castles」と呼ばれ

るほど中世の古城がまだ残って

いて、ここを訪れる観光客も多

いという。

なかなか落ち着いた風情のあ

る写真ばかりで、こういう場所

を訪ね歩き、歴史をひもとくと

いうのも渋い趣味かもと思い始

めるのはトシのせい？

神様とヒトの合作？　走査型トンネル顕微鏡で見る美しい原子の世界
STM Image Gallery

j http://www.almaden.ibm.com/vis/stm/gallery.html

WWWで訪れる英国ウェールズ州の古城
The Castles of Wales

j http://www.wp.com/castlewales/home.html

顕微鏡写真や、特にビジュ

アルコンピューティングと呼ば

れるサイエンス系のCGには、

科学とはまったく無縁の素人

でもそれなりの美しさを感じる

ことのできる不思議な魅力が

ある。米カリフォルニア州サ

ンノゼにあるIBMアルマデ

ン・リサーチ・センターの視

覚化ラボが作成したこのペー

ジは、そんな魅惑的アートを

集めたライブラリーだ。

物質を原子レベルで見たり

操作したりする技術のことを

「アトム・テクノロジー」と呼

んでいるが、これを飛躍的に

前進させたのが1982年に開

発された走査型トンネル顕微

鏡 （ Scanning Tunneling

Microscopy）。このホームペ

ージに収められているのは、そ

の走査型トンネル顕微鏡をベ

ースに作成した画像を集めた

最先端のサイエンス・グラフ

ィックスだ。

全体が古典的なアートを収

集する美術館を模した形式で

展示されており、ネーミング

もなかなかおシャレだ。

別のディレクトリには、分

子ダイナミクスをはじめとした

さまざまなモデリングのための

シミュレーション画像やアニメ

ーションが収録されていて、

専門用語が分からずとも、そ

れなりに楽しむことができる。
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Adobe社のAcrobatを使

ったFAX版のサービスなどを

提供しながら、インターネッ

ト上の各社の取り組みをうか

がっていた感のあるニューヨー

クタイムズが、いよいよ本格

的に動き出した。紙面をほぼ

そのままウェブに載せてしまっ

たのである。

新聞本紙のレイアウトは若

干変更されたものの、内容は

フロントページから、エディト

リアル、政治、アート＆レジ

ャー、旅行といったフルライ

ンナップで、当然毎日更新さ

れる。また評判の高いクロス

ワードパズルはインタラクティ

ブに楽しむことができる。

現在のところ、アメリカ国

内からのアクセスについては無

料だが、利用者は登録が必要

で、国外からの利用について

は30日の無料トライアル期間

を経て、購読契約が必要にな

る予定。また、過去15年間

の記事を集めたアーカイブの

サービスや、電子メールで毎

日読みたい記事を配信してく

れるクリッピングサービスも予

定されているという。

なかでも注目なのは「クラ

シファイド・アド」と呼ばれ

る、求職案内や住宅案内を集

めた小さな広告欄の検索機

能。場所やベッドルームの数

などを指定してやれば、たち

どころに検索結果が表示され

る。これは便利だ。

なお、ニューヨークエリア

以外のアメリカ国内で住宅を

探している人には、全米23万

件以上の住宅物件と豪語する

「HomeScou t（h t t p : / /

homescout.com/）」もおす

すめ。

一部写真もあるものの、こ

のホームページは基本的には

文章だけというそっけないも

の。しかし、その中身はわれ

われがこれまで体験したことの

ない強烈なメッセージだ。

文章の作者は、現在死刑

囚としてカリフォルニア州のサ

ンクエンティン刑務所に服役

し、処刑を待っているディー

ンという囚人。とはいっても、

独房からインターネットアク

セスできるというわけではな

く、実際のメッセージはタイ

プライターで書かれたものを再

録しているようだ。

処刑を待ちながら新年を迎

えた刑務所の模様、その時考

えること、死刑のあり方、ガ

ス室送りと注射のどちらの処

刑方法を選ぶべきかなどが意

外なほど淡々とつづられてお

り、それがインターネットを通

じてほぼ同時進行で世界中か

ら読めてしまうところが怖い。

死刑執行がいつのことにな

るか不明なのに、メッセージ

の最後の署名のところに「lat-

er（またあとで）」と書いてあ

るのが意味深だし、この文章

がアップデートされなくなった

時が処刑の日なのかもしれな

いと思うとまた……。

ディーンとコンタクトしたい

人はEメールを出せば届けて

もらうこともできるようだが、

何と書いたらよいのやら考え

させられるページである。

ニューヨークタイムズの快挙　ほぼ全ページをウェブに掲載
The New York Times on the Web

j http://www.nytimes.com/

どう読むか？　死刑囚からのインターネット上のメッセージ
Dead Man Talkin'

http://monkey.hooked.net/monkey/m/hut/deadman/deadman.html
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ミュージックE-Zineより面白い明日のスターミュージシャンのためのサイト
MUSICIAN.COM Home Page

j http://www.musician.com/index.html
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ウェブならではのインターフェイスで見る印象派美術展
Welcome to The First Impressionist Exhibition, 1874

j http://www.texas.net/~mharden/74nadar.htm

ネットスケープ草創期のマスコット　あのモジラくんが殿堂入り
The Mozilla Museum

j http://www.snafu.de/~tilman/mozilla/

WWWブームの立役者の1

人、ネットスケープ社。彼ら

はブラウザーのGUIに新しい

センスを持ち込み、さらに

「モジラ」と呼ばれる緑色の怪

獣をマスコットにしたことで

WWWの世界に新風を送り込

んだ（一時はブラウザーの商

品名が「モジラ」になるという

噂まであり、現在でもそう呼

ぶ人は少なくない）。

それから1年ちょっと。し

かし、世の中は大きく変わっ

た。ネットスケープも“まっと

う”な会社になり、ビジネス

マーケットを意識したのか、

お茶目なキャラクターもどこか

へ消えてしまった……と思っ

ていたらこんなところに復活

だ。

このページは愛すべきキャラ

クター、モジラの美術館。一

時期、同社のホームページに

華々しく登場しながら、いつ

の間にか行方不明になってし

まったモジラくんの雄姿を拝

見することができる。それだけ

でも設立当初のネットスケー

プを知っているファンにはたま

らないものがあるはず。

ルノワール、モネ、セザン

ヌなど印象派の画家の展覧会

が開かれているホームページ。

横スクロールを主に利用で

きるように絵がHTMLで埋め

込まれているので、美術館と

同じような感覚で絵

を見ることができ

る。残念ながら点

数はそれほど多くな

いが、それぞれの絵

の下に「Zoom」

や批評、カタログと

いったボタンがあり、

「Zoom」では絵を画面一杯に

広げてみることもでき、批評の

ページでは絵を見ながら解説

を読むこともできる。ブラウザ

ーによっては別のウィンドウを

開くことも可能だ。

最近のウェブ上の美術展で

は、リアルオーディオで解説

をしたり、フレームを多用し

たりするような手の込んだ演

出をするものも多くなっている

が、これはこれで単純ながら

なかなか効果的である。

なお美術関係のホームペー

ジでは、定期的に新しい美術

イベントをたどることができる

「 HeART Beat Site of the

Week（http://www.netline.

net/novus/museum/heart.

html）」があるので、興味の

ある人はこちらも要チェック

だ。

全米に21店舗を持つ大型

楽器販売店「ギターセンター」

のホームページ。全米デビュ

ーしたいミュージシャンのため

のサービスが満載だ。

バンドのメンバー募集とい

った情報交換データベースか

ら始まって、自分のポートフ

ォリオを1か月間ウェブ上に掲

載して世界中に公開したり、

契約関係の相談に応じてくれ

るページもある。

もちろん、楽器、クラブ系

のDJギア、MIDI系のペリフ

ェラル、アクセサリーからホー

ムレコーディングまで、あらゆ

るサウンドギアについてのアド

バイス（Acrobatフォーマッ

トでダウンロード可能）のほ

か、ビデオクリップ、MIDIフ

ァイル、音楽関係のサイトへ

のリンクなどもそろっている。

ミュージシャン志望という

よりファンに近いという人のた

めには、ボ・ディドリーのギタ

ーからキッスの履いていたハイ

ヒールブーツなど、有名ミュ

ージシャンのサイン入りグッズ

を集めたハリウッドの「スター

ウォーク」音楽版とも言える

ページが楽しい。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



あまりに巨大化してしまい、

サイト内だけでもサーチエンジ

ンが大活躍という「Pathfind-

er」。その数多い雑誌をベース

にしたページの中でも、ライフ

誌は素晴らしいビジュアルで

楽しませてくれる。

現時点で収録されているの

は「キング牧師特集」や「写

真で見る1995年」、「ロック

ンロール・ギャラリー」などだ

が、クルマを中心にしたアメ

リカ文化に興味のある人なら

必ずチェックしておきたいのが

「アメリカ自動車の100年」

というセクション。1月に発売

されたコレクター・イシューか

ら抜粋された写真と記事だ。

掲載されているのは1901年

から昨年までの間にライフ誌

が撮影した「クルマのあるア

メリカの風景」、ライフ誌のカ

バーを飾った自動車関係のイ

ベントや人物の写真などだが、

特に1927年のT型フォードか

ら59年のキャディラック・エ

ルドラドまでのダッシュボード

の写真は、現代の合理的なク

ルマにはない彫刻的な美しさ

があり、意外と面白い。

また、60年代のポンティア

ックGTOに始まったアメ車特

有の大排気量V8エンジンチュ

ーン、マッスルカー文化にか

らむフォトエッセイも、アメリ

カ人がクルマにどんな夢を見

ているかを思い知らされて興

味深い。
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デザイナー必見！　最新のレトラセットフォントをチェック
Esselte Online

j http://www.esselte.com/

たまにはメインストリームもチェック　ライフ誌がとらえたアメリカのクルマと文化
Life Automobiles Homepage

j http://pathfinder.com/@@5*1ShGEmgwAAQDaD/Life/cars/carhome.html

レトラセットやダイモ、パ

ンダフレックスといったデザイ

ン、事務用品で知られるスウ

ェーデンの会社、エッセルテ

のホームページ。

レトラセットはフォント転

写シートで有名なブランド。

この業界の老舗で、次々に新

しいセンスでデザインされる

「Fontek Font」や楽しい絵文

字の「Design Font」には定

評がある。

このホームページでは、こ

れらのフォントを順番に、あ

るいは名称で指定して表示す

ることができるほか、「Ripper」

というサービスではフォントと

サイズ、さらにアンチエリアス

の有無などを指定し、自分の

選んだフォントで十数文字の

テキストを表示させることがで

きる。タイプフェイスに当たり

をつけたいデザイナーのフォン

ト選びには最適だろう。

また年に何種類かのフォン

トを無料でダウンロードできる

サービスも行っている。ただ

し、表示されているサンプル

フォントのヒントをもとに、

次々とフォントを見ていって

探し当てたら全キャラクター

を表示したあとにダウンロード

……といったクイズじみたやり

方だ。

このほか「Background

Texture」なども充実してお

り、デザイナーなら仕事の合

間にでも必ずアクセスしてみた

いページだ。
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